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Y軸回転体の体積 

1984 年 2 月 ＭＡＡで下記が発表された 

注：Facebook アマチュア数学協会での投稿より引用。 

https://www.maa.org/sites/default/files/0002989054163.di991689.99p0631a.pdf 

2 ( )
b

a
xf x dx は図１の斜線部、

2 ( )
b

a
x f x dx  は図２の斜線部の y軸回転体の体積を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、この資料は論文に見えないので、２つの式はすでに既知だったかもしれない。 

  

 

 

図１ 

 

図２ 

 

Y軸回転体の体積、同軸座標系での置換積分 
     鈴木啓一 
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同軸座標系での置換積分 

1975 年/秋 私が高校３年のとき、偶然見つけた式 

  置換積分とは、
dx

ydx y dt
dt

=  のように新しい座標系を作って積分するものである。私は、

dy
xdy x dx

dx
=  のように新しい座標系を作らない置換積分も成り立つことを示した。 

 

（定理） 

)(xfy = は区間 ba, で微分可能であれば、  
b

a
dxxfx )( は右図の斜線部の面積を示す。 

（証明１） 

部分積分法により 
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これを幾何的に見ると斜線部の面積を示す。 

（証明２） 
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       （証明完） 

 

これを拡張すると、 
b

a
dxxxf )(2 ,  

b

a
dxxfx )(2 ,  

b

a
dxxfxfx )()(2 ,  +

b

a
dxxfx 2)(12 という

式ができる。 

 

高校 3 年のとき、この置換積分の証明及びその応用を先生に提出しました。数日後、先生からの回答は

「おまえの式は正しい、しかし受験では絶対使わないこと」でした。当時の教科書・数学公式集になかったから

です。さらに高校の同級生には、使われては困るので秘密にしました。大学入学後、大学の先生や同級生に

上記式を話ししましたが、だれも取り合ってもらえませんでした。大学卒業後の５～１０年後に、一部の参考書

に使われ始め、今に至ります。 

高校生だった当時の私にとって、「数学とは問題を解く学問」から「数学とは作っていい学問」に変わりまし

た。しかし、いいかどうか正式に評価し、この後どうすべきかを指導してくれる人がいたならば、私の人生変わ

ってたかも。 
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